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第 3 章においては，第 2 章に示した領域型レンズ自動設計法を適用して，大口径球市系写真レンズ
の設計を行なった例を示している。すなわち Tessar 型レンズ(町2.7， 2ω=500) ， Gauss 型レンズ(削 .7，








次曲面， 4 次非球面， 8 次非球面化して収差の補正効果を組織的に調べた結果，両面を 8 次非球面に
すれば，球面系の 500 倍以上の収差補正が可能であることを示し，本方法が非球面を含む光学レンズ
の設計に対しても有力な手段であることを明らかにしている口
第 5 章においては，本研究で得た諸結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
電子計算機を用いて行なう光学レンズの自動設計法は過去十数年来，主として米国ならびiこ英国に
おいて発展してきたものであるが，これらの方法においてはレンズ設計において最も重要な意味を持
つ収差相互間の適切なバランスを得ることが甚だ困難であり，また機械的拘束条件の取扱いが困難で
あって実用性に之しいという欠点があった。著者は収差に上下限でもって表わされる領域という概念
を導入することによって問題が非線形連立不等式を解く乙とに帰着されることを示し，球面ならびに
非球面を含む各種のレンズの設計に適用して優れた結果が得られることを明らかにした。この結果は
工学的にも，工業的にも重要な意義を持つものである口
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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